
対象町内 避難予定場所
第１次 第２次 第３次

上 漆 田 上漆田公民館

大畑コミセン

大畑コミセン

大畑小

三　中

下 漆 田 下漆田公民館
東 漆 田 東漆田公民館 
上 田 代 上田代公民館 
下 田 代 下田代公民館
大 畑 大畑公民館
大 畑 麓 大畑麓公民館
大 野 大野公民館
小 川 内 小川内公民館
大 畑 柴 笠 大畑コミセン

矢 岳 岳寿館 矢岳小
大畑小

対象町内 避難予定場所
第１次 第２次 第３次

西 間 上 西間上公民館

市役所別館

東間コミセン

東間小

一　中

総合福祉
センター

保健センター

西 間 下 西間下公民館
東 間 上 東間上公民館 
東 間 下 東間下公民館 
浪 床 浪床公民館
七 地 七地公民館
蓑 野 蓑野公民館

蟹 作 蟹作公民館
うぐいす荘

赤 池 原 赤池原公民館
うぐいす荘

赤 池 水 無 赤池水無公民館
うぐいす荘

赤 池 水
無 外 園

外園公民館
うぐいす荘

古 仏 頂 古仏頂公民館
木 地 屋 木地屋公民館
桑 木 津 留

大塚公民館 田野小

一　中

東 大 塚
西 大 塚
高 仁 田 高仁田公民館
田 野 田野活性化センター

対象町内 避難予定場所
第１次 第２次 第３次

上 林 １ 区 地域学習センター

老人福祉
センター

スポーツパレス

二　中

上 林 ２ 区 上林２区公民館
中 林 中林公民館 
下 林 前 村 下林前村公民館 
下 林 仮 屋 下林仮屋公民館

下 林 ２ 区 下林２区公民館

楽行寺温 泉

中 神 城 本 中神城本公民館

中原コミセン

中原小
二　中

中 神 大 柿 大柿公民館 西瀬小
中原小中 神 小 柿 小柿公民館

中 神 段 段地域学習
センター

中原小
二　中

中 神 段 山 鹿目公民館 西瀬コミセン 鹿目分校
西瀬小

中 神 馬 場 馬場公会堂

中原コミセン

中原コミセン

中原小

二　中

瓜 生 田 地域学習センター
西 門 地域学習センター

堀 堀町内公民館
荒 毛 中原コミセン
荒毛（１・２班） 集落センター
羽 田 羽田公民館上 野
嵯 峨 里 嵯峨里公民館

上 原 田

活性化センター
上原会館
尾崎公民館
牛塚公民館

対象町内 避難予定場所
第１次 第２次 第３次

鶴 田 鶴田会館 商工会議所 東小・人高
井 ノ 口 井ノ口公民館

東西コミセン

東西コミセン

西　小

二　中

球磨工業

スポーツパレス

合 ノ 原 合ノ原公民館 
瓦 屋 修成館城 本
駒 井 田 駒井田会館
上 青 井 青井神社中 青 井

下 青 井 下青井会館
青井幼稚園

対象町内 避難予定場所
第１次 第２次 第３次

上 新 観音寺

商工会議所

東西コミセン

東　小

人　高

下 新 下新町会館

南 願 成 寺 南願成寺会館 
観音寺

北 願 成 寺
北願成寺公民館
願成寺
中小企業大学校

南 泉 田 大信寺

北 泉 田 北泉田会館
大信寺

鬼 木 鬼木会館
中小企業大学校

七 日 七日町会館
五 日 若宮神社
二 日 二日町会館
九 日 元商工センター
大 工 大工町会館
紺 屋 紺屋町会館
鍛 冶 屋 鍛冶屋会館

新 老神神社

市役所本館

一　中
東間小

保健センター
総合福祉センター

永国寺
麓 林鹿寺

南 寺 南寺町会館

田 地域学習センター
林鹿寺

対象町内 避難予定場所
第１次 第２次 第３次

相 良 相良公民館

人吉球磨能力
開発センター

スポーツパレス

二　中

宝 来 宝来公民館
上 薩 摩 瀬 上薩摩瀬公民館 
下 薩 摩 瀬 地域学習センター
下 城 本 下城本公民館
矢 黒  矢黒公民館

西瀬コミセン
西瀬小

鹿目分校

永 野  永野公民館
上 戸 越  上戸越公民館
下 戸 越  下戸越公民館
鹿 目  鹿目公民館

【西瀬校区】

【東校区】

【西校区】

【中原校区】

【東間・大塚校区】

【大畑・矢岳校区】

※新町には老神・土手・灰久保、麓町には富ヶ尾（１部）・
中城・原城、田町には上原・富ヶ尾（１部）を含みます。

みんなで確認！〜もしものときの避難場所〜　

※状況に応じて臨時的に避難場所を設けたり、変更する
ことがあります。

次の第１次〜３次の状況に沿った避難予定
場所を、校区別表でご確認ください。

第１次避難所＝軽微な災害・火災の際に一時的
　　　　　　　に避難する避難所

第２次避難所＝災害対策支部の設置と同時に開
　　　　　　　設し、主に自主避難を対象とし
　　　　　　　た避難所

第３次避難所＝避難勧告・避難指示発令に基づ
　　　　　　　き、開設する大規模避難所

避難情報が発令されたら
〜自分の身は自分で守ろう〜

①まだ避難していない時は直ちに避難する
②避難する余裕がない場合は、安全な建物の
　２階に避難するなどの生命を守る最低限の
　行動をとる

レベル 3  避難指示 
災害の危険が切迫した時に発令されるもの

①勧告で指定された避難所へ避難する

レベル 2  避難勧告 
住民に立ち退きを勧め促すもの

レベル 1  避難準備情報 

①避難の準備を始める
②避難に時間がかかる方（災害時要援護者）
　は指定された避難所へ避難する
③支援者は②の避難を支援する

河川の氾らんなどのおそれが高まったとき状
況によっては避難勧告や避難指示を行うこと
が予想されるため、避難のための準備を呼び
かけるもの
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「
み
ん
な
で
防
ご
う
！
土
砂
災
害
」

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
。

129
か
所
の
斜
面
破
壊

３
か
所
の
地
す
べ
り

70
か
所
の
土
石
流

人吉市には土砂災害発生のチェックポイント

支部名 管轄町名 支部詰所 電話番号 消防分団

東 上・下新、北・南願成寺、北・南泉田、鶴田、鬼木、
七日、五日、二日、九日、大工、紺屋、鍛冶屋 人吉商工会議所 ２２– ３１０１ 第１分団第２部・３部・４部、

第２分団第１部

西 上・中・下青井、駒井田、瓦屋、城本、
合ノ原、井ノ口 東西コミセン ２８– ３２３０ 第２分団第２部・３部

川南 新、老神、土手、灰久保、南、寺、田、
富ヶ尾、上原、麓、中城、原城 市役所本館 ２２– ２１１１ 第１分団第１部

間 西間上・下、東間上・下、蓑野、古仏頂、大塚、木地屋、
田野、七地、浪床、蟹作、赤池原・水無・水無外園 市役所別館 ２２– ２１１１ 第５分団第１部・２部・3 部、

第６分団第１部・２部

大畑 東・上・下漆田、上・下田代、大畑、
大畑麓、大野、矢岳 大畑コミセン ２３– ０８３０ 第７分団第１部・２部・３

部

林 上・中・下林、温泉 老人福祉センター ２４– ４９６７ 第３分団第１部

薩摩瀬 上・下薩摩瀬、下城本、宝来、相良 人吉球磨能力開発センター ２２– ２４７５ 第４分団第１部

戸越 矢黒、上・下永野、上・下戸越、鹿目、
中神段山 西瀬コミセン ２２– ６９３４ 第４分団第２部・３部

中原 原田地区、中神地区 中原コミセン ２４– １７６４ 第３分団第２部・３部

問合せ　市地域生活課危機管理係

◎市災害対策本部＝市役所（☎２２– ２１１１ ☎２２– ４４７８）

防災情報の問い合せ先 気
象
や
災
害
の
特
徴

　

人
吉
市
は
、
山
地
型
気
候
区
に

属
し
、
昼
夜
と
夏
冬
の
気
温
差
が

大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。
年
間
降

水
量
は
１
，
９
３
２
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
（
平
成
19
年
）
で
、
６
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
降
水
量
が
増
え
ま

す
。
た
だ
し
、
９
〜
10
月
の
台
風

期
に
お
い
て
も
大
雨
が
降
る
場
合

も
み
ら
れ
ま
す
。
近
年
で
は
、
平

成
18
年
７
月
、
平
成
20
年
６
月
に

大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
、
避
難

勧
告
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い

に
も
大
き
な
被
害
は
生
じ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ま
た
大
雨
が
降
っ
た

と
き
、
災
害
が
発
生
し
な
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

大
雨
で
起
こ
り
や
す
い
土
砂
災
害

　

土
砂
災
害
に
は
、「
が
け
崩
れ
」

「
地
す
べ
り
」「
土
石
流
」
な
ど
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
台

風
や
集
中
豪
雨
、地
震
な
ど
に
よ
っ

て
地
盤
が
ゆ
る
ん
だ
り
亀
裂
が
発

生
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
こ
の
よ
う
な
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

危
険
区
域
が
２
０
０
か
所
以
上
も

点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地

域
は
、
地
震
や
台
風
、
豪
雨
な
ど

の
条
件
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
が
配
付
し
て
い
る
「
わ
が

家
の
防
災
手
引
書
」
に
つ
い
て
い

る
「
人
吉
市
災
害
避
難
地
図
（
球

磨
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）」

で
土
砂
災
害
危
険
箇
所
を
あ
ら
か

じ
め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
れ
！

　

土
砂
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
崩
れ

だ
し
た
ら
逃
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
も
の
と
き
に
あ
わ
て
な

い
よ
う
に
、
次
の
３
つ
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

①
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
注
意
。

②
土
石
流
が
発
生
し
た
ら
、
土
石

流
の
流
れ
る
方
向
に
対
し
て
直
角

に
逃
げ
る
。

③
避
難
場
所
で
落
ち
合
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
家
族
で
避
難
場

所
や
避
難
の
道
順
を
決
め
て
お
く
。

◀わが家の防災手
引書
▼人吉市災害避難
地図（球磨川洪水
ハザードマップ）

の危険地域
があります

こんなときが危ない！

危険ポイントをチェック！
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ＳＬ歓迎
じゅぐりっと博覧会

H21.4.25 〜 H21.5.24開催

フォトリポート

待
ち
に
ま
っ
た
Ｓ
Ｌ
が
つ

い
に
４
月
25
日
、
人
吉

に
現
れ
ま
し
た
。
も
く
も
く
と

煙
を
大
空
に
吹
き
上
げ
、
水
蒸

気
を
白
く
吐
き
出
し
な
が
ら
、

あ
の
力
強
く
黒
光
り
し
た
機
関

車
が
堂
々
と
帰
っ
て
き
ま
し

た
。「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」の
復
活
で
す
。

　

Ｓ
Ｌ
人
吉
の
運
行
開
始
と
国

宝
青
井
阿
蘇
神
社
の
あ
る
ま
ち

と
し
て
、
今
、
最
も
注
目
さ
れ

て
い
る
人
吉
市
。
そ
ん
な
わ
が

ま
ち
で
、
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
Ｓ
Ｌ
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

を
４
月
25
日
か
ら
１
か
月
間
、

市
内
各
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

名
づ
け
て

「
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会
」

「
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
」
と
は
、
ぐ

る
り
と
一
周
す
る
こ
と
。
今
が

「
旬
」
の
人
吉
の
ま
ち
を
じ
っ

く
り
見
て
回
っ
て
欲
し
い
と
の

願
い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
前
で
の
Ｓ
Ｌ
運
行
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
「
ひ
と
よ

し
大
綱
引
き
大
会
」「
日
本
百

名
城
人
吉
お
城
ま
つ
り
」
な
ど

を
開
催
。
多
く
の
観
光
客
の
皆

様
と
人
吉
市
民
と
で
、
ま
ち
中

が
お
お
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

歓

迎

大
綱
引
き
大
会
で
南
北
大
将
の
闘
志
む
き
出
し
の
か

青井さんで演結び

吉川よしひろチェロコンサート 綱練り

ＳＬポッポー写真展

相良茶屋

昭和ひとよしあの日・あの時

け
合
い
に
会
場
は
大
盛
り
上
が
り

中川原イベント

ひとよし大綱引き大会

ＪＲ人吉駅
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お城まつり
５．２〜５．３

賑わい

巻
の
十
二 ―

青
井
阿
蘇
神
社―

（
そ
の
九
「
国
宝
以
外
の
建
物
」）

わ
し
長
毎
が
シ
リ
ー
ズ
で
人
吉
を
紹
介
す
る
ぞ
。

相
さ が ら

良 長
ながつね

毎公
豊臣秀吉から球

磨郡の領地を許

され、本格的な

城（石垣造りの

城）造りにとり

かかった第二十

代当主。

長
毎
公
の

人
吉
め
ぐ
り

わが家の１か条 〜家庭教育の大切さを再確認〜

第12 回

山室さんちの１か条

できることは自分で

　熊本県では、家庭教育の大切さを再確認するために「くまもと家庭教育 10 か条」が策定されています。この 10
か条は、家庭教育に携わる大人に向けた「９つの条文」と「わが家の１か条」からできています。

くまもと家庭教育 10 か条

第 9 条（地域全体での子育て ) この子もあの子も 地域で子育て みんなの宝

第 6 条（命の大切さ）自分の命 みんなの命 どれもが世界で 1つだけ
第 7 条（食事・団らん）家族仲良く 食事・団らん 心と体に栄養を
第 8 条（体験の意義）体験で 得られる本物 知と心

第 1 条（家族の信頼感）伝えよう 愛しているよの メッセージ
第 2 条（あいさつの習慣化）朝昼晩 元気にあいさつ 習慣に
第 3 条（善悪の区別）教えよう 事の善し悪し 躾から
第 4 条（感謝の心）「ありがとう」は 生きゆく心の 出発点

第 5 条（我慢する力）肥後っ子の あすを支える がまん力 第 10 条（わが家の1か条）　 あなたのご家庭で付け加えてください。

山室さんご家族
（下戸越町）

　3人の子どもたちもそれぞれ大きくなり、自分でできることが多くなり

ました。そこで、わが家では「自分でできることは自分でやる」ように

しています。そうすることで、子どもの生活体験が増え、自立心も育つ

のではないかと考えています。

　主人も率先してやってくれるので、家事の負担も減り助かっています。

　

国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
の
説
明
の
最
後
を
飾
る

の
は
、
境け
い
だ
い内
に
残
さ
れ
た
様
々
な
建
物
に
つ

い
て
じ
ゃ
。

　

ま
ず
、
現
在
会
議
な
ど
で
使
用
し
て
い
る

参さ
ん
し
ゅ
う
で
ん

集
殿
。
昭
和
初
期
ま
で
拝
は
い
で
ん殿
東
側
に
く
っ

つ
い
て
い
た
こ
と
を
、
み
な
は
知
っ
て
お
っ
た

か
な
。
拝
殿
に
接
続
し
て
い
た
と
き
は
御お
ん
ぐ
し
ょ

供
所

と
呼
ば
れ
、
元も
と
ぐ
う
じ

宮
司
詰つ
め
し
ょ所

、
元
も
と
は
ん
し
ゅ

藩
主
詰つ
め
し
ょ所

と

い
う
部
屋
と
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
神
社
に
残

さ
れ
た
図
面
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
に
造

ら
れ
た
建
物
で
、
現
在
地
に
移
設
後
、
炊す
い
じ
ば

事
場
や

廊
下
を
増
設
し
て
今
に
至
っ
て
お
る
の
じ
ゃ
。

　

ま
た
、
本
殿
の
東
側
に
あ
る
大
だ
い
じ
ん
ぐ
う

神
宮
内な
い
ぐ
う
宮
・

外げ
ぐ
う宮

は
寛
か
ん
ぽ
う保

二
年
（
一
七
四
二
年
）
造
宮
で
現

在
、
金
属
板
板い
た
ぶ
き
葺
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
二
年

以
前
は
茅
か
や
ぶ
き葺
で
あ
っ
た
の
じ
ゃ
。
大
神
宮
も
移

設
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
十
四
年
ま
で
は
現
在

の
社
務
所
あ
た
り
に
あ
っ
た
の
じ
ゃ
よ
。

　

拝
殿
西
側
に
あ
る
稲い
な
り荷
神
社
は
、
宝
ほ
う
れ
き暦
九

年
（
一
七
五
九
年
）、
天
て
ん
ぽ
う保

五
年
（
一
八
三
四

年
）
造
宮
の
記
録
が
あ
る
。
こ
ち
ら
も
現
在
は

瓦
葺
で
あ
る
が
、
茅
葺
の
痕
跡
が
建
物
に
残
っ

て
お
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
相
良
家
三
十
三
代

頼よ
り
ゆ
き

之
が
創
建
し
た
興
お
き
も
り護

神
社
（
文
ぶ
ん
せ
い政

十
一
年

(

一
八
二
八
年
）
造
営
）
や
御み

こ

し

こ

輿
庫
も
茅
葺
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
る
。
ほ
と
ん
ど
の

建
物
が
江
戸
時
代
の
建
物
で
、
茅
葺
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
。

　

こ
れ
ら
の
建
物
は
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
お

ら
ん
が
、
十
分
歴
史
的
な
価
値
付
け
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
未
発
見
の
も
の
も
あ
る

は
ず
じ
ゃ
。
こ
れ
か
ら
の
更
な
る
解
明
が
楽
し

み
じ
ゃ
わ
い
。

稲荷神社と興護神社参集殿内部

大神宮
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私
た
ち
の
ま
ち
、
人
吉
市
。
清

流
球
磨
川
と
人
吉
盆
地
の
山
々
か

ら
な
る
山
紫
水
明
の
大
自
然
。
そ

し
て
歴
史
と
文
化
を
背
景
に
伝

統
あ
る
街
並
み
や
そ
こ
に
住
む

人
々
。
や
さ
し
い
風
、
光
、
そ
し

て
笑
顔
。
そ
の
全
て
が
癒
し
の
世

界
。
そ
ん
な
わ
が
ま
ち
人
吉
を
、

世
界
で
一
番
健
康
で
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

第
２
回
は
、
人
吉
市
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
（
愛
称
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
）
の
皆
さ
ん
で
す
。

「
し
ょ
っ
か
い
さ
ん
」。
こ
の
響
き

の
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
で
し
ょ

う
か
。
食
改
（
し
ょ
っ
か
い
）
さ

ん
は
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た

ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
食
」
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
つ
づ

け
、
な
ん
と
今
年
３
月
で
15
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
23

人
、
ピ
ン
ク
の
エ
プ
ロ
ン
に
ピ
ン

ク
の
三
角
巾
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で

す
。

　

月
に
一
度
の
定
例
会
で
は
、
会
員

へ
の
情
報
伝
達
や
食
に
関
す
る
知
識

の
習
得
、そ
し
て
調
理
実
習
を
行
い
、

料
理
教
室
の
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
、
日

頃
の
腕
を
ふ
る
い
ま
す
。
材
料
の
確

認
や
調
理
手
順
の
確
認
を
し
た
あ
と

は
、
会
員
全
員
で
試
食
、
味
の
確
認

も
忘
れ
ず
に
。「
ち
ょ
っ
と
硬
か
っ

た
ね
」「
味
の
よ
う
で
と
る
よ
」
な

ど
出
来
上
が
っ
た
料
理
の
チ
ェ
ッ
ク

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
積
み

重
ね
が
今
の
「
食
改
さ
ん
」
の
あ
る

ゆ
え
ん
で
す
。

　
「
食
改
さ
ん
」
は
、
親
子
で
楽
し

く
料
理
を
す
る
こ
と
で
食
に
関
心
を

も
ち
、
家
庭
で
の
料
理
作
り
に
つ
な

が
る
「
親
子
料
理
教
室
」
や
食
べ
や

す
く
手
軽
に
で
き
る
料
理
や
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
の
「
高
齢
者
向
け

料
理
教
室
」
の
開
催
、
そ
し
て
乳
幼

児
健
診
の
お
や
つ
づ
く
り
、
郷
土
料

理
や
行
事
料
理
の
伝
達
な
ど
幅
広
い

活
動
で
人
吉
市
民
を
元
気
づ
け
て
い

ま
す
。

　

そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
20

年
度
健
康
づ
く
り
功
労
団
体
と
し
て

県
知
事
賞
を
受
賞
。
会
長
の
柳
瀬
信

子
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
の
地
道
な

活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
会
員
一

同
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

更
に
充
実
し
た
活
動
を
続
け
て
行
き

ま
す
。
そ
し
て
仲
間
を
も
っ
と
増
や

し
た
い
で
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

人吉市食生活改善推進員協議会のみなさん
人吉が好き。人と人とのきずなを大切に

健康で笑顔で暮らせるまちづくりにはげむ
素敵な仲間がここにいる。

わが人
ま ち

吉の

　 ひ と よ し の 人　

羽
織
は
か
ま
に
た
す
き
が
け
。
頭
に
鉢

巻
き
、
両
手
に
は
日
の
丸
の
扇
子
。

独
特
の
口
上
の
後
、「
三
・
三
・
七
拍
子
」や「
柔

軟
体
操
」
で
会
場
を
沸
か
せ
て
く
れ
る
市
内

イ
ベ
ン
ト
で
お
な
じ
み
の
顔
で
す
。

　

坂
本
さ
ん
が
応
援
団
長
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
い
た
24
歳

の
こ
ろ
、
自
衛
隊
の
運
動
会
で
応
援
団
長
に

指
名
さ
れ
て
か
ら
だ
そ
う
で
、
そ
の
理
由
は

「
走
る
の
が
遅
く
、
出
場
す
る
種
目
が
な
か

っ
た
」
か
ら
。「
最
初
の
頃
は
、
い
や
い
や

な
が
ら
始
め
た
ん
で
す
が
、
今
で
は
人
が
集

ま
る
と
こ
ろ
に
は
ど
こ
で
も
出
か
け
て
応
援

す
る
75
歳
の
応
援
団
長
で
す
」
と
目
を
細
め

て
話
す
坂
本
さ
ん
。

　

坂
本
さ
ん
は
、「
イ
ベ
ン
ト
で
応
援
団
長

を
す
る
こ
と
で
、
参
加
し
た
市
民
や
全
国
か

ら
の
お
客
さ
ん
に
『
人
吉
に
は
こ
う
い
う
人

が
い
る
ん
だ
』
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
自
分
み
た
い
な
応
援
団
長
が
出

て
き
て
ほ
し
い
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

以
前
は
、
鉄
棒
の
大
技
「
大
車
輪
」
を
す

る
こ
と
で
も
有
名
で
し
た
が
、
さ
す
が
に
高
齢

の
た
め
封
印
中
。
た
だ
、
現
在
も
走
っ
た
り

泳
い
だ
り
す
る
の
が
好
き
だ
そ
う
で
、
75
歳

と
は
思
え
な
い
身
の
こ
な
し
や
体
の
柔
ら
か
さ

は
普
段
か
ら
の
鍛
錬
の
た
ま
も
の
で
し
ょ
う
。

　
「
応
援
団
長
の
後
継
ぎ
を
探
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
い
ま
せ
ん
。
今
の
若
い
人
は
私
み

た
い
な
こ
と
は
し
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と

悩
み
も
ち
ら
り
。
体
が
続
く
限
り
応
援
を
続

け
る
と
宣
言
し
て
く
れ
た
坂
本
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
熱
い
応
援
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

さかもと　のりゆき
昭和９年11月26日生まれ。Ｏ型。自
称「遊遊爺」。趣味はクタクタになる
まで体を動かすこと。若い頃泳げな
かったが、１年間の練習の末、東京湾
横断遠泳大会に出場して８位入賞。そ
のときはあまりの辛さに意識がとんで
臨死体験もされたとか。

人吉名物 遊遊爺の応援団長！
坂本　教幸 さん（西間下町）

＝ひとよしで頑張っている人を紹介します！＝
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駅前での開催は最後に
第14回ばらまつり

人吉市では40年ぶりの開催
第104回九州市長会

元気いっぱい！こどもまつり！
石野公園こどもまつり

１年間でこんなに読んだよ！
市図書館子ども読書フェスタ

晴れやかに三代渡り初め
紅取橋開通式

交通安全のお手本に！
学校と家庭の交通安全リーダー証交付式

　

第
１
０
４
回
九
州
市
長
会
が
、
５
月

12
日
か
ら
３
日
間
、本
市
で
開
催
さ
れ
、

九
州
８
県
１
１
７
市
の
う
ち
１
０
９
市

が
出
席
し
ま
し
た
。
本
市
で
の
開
催
は

昭
和
44
年
以
来
40
年
ぶ
り
。　

　

２
日
目
に
は
総
会
が
開
か
れ
、
約

２
５
０
人
が
出
席
。
各
県
か
ら
提
出

さ
れ
た
国
へ
の
要
望
な
ど
22
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
夜
は
、
ふ
る
さ

と
歴
史
の
広
場
で
懇
親
会
が
あ
り
、

手
づ
く
り
の
郷
土
料
理
で
の
お
も
て

な
し
に
各
市
長
ら
は
ご
満
悦
の
表

情
。　

　

ま
た
、
最
終
日
は
国
宝
青
井
阿
蘇

神
社
な
ど
の
視
察
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
終
盤
の
５

月
４
・
５
日
、
石
野
公
園
こ
ど
も
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
約
３
，
４
０
０

人
の
来
園
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
４
日
に
は
、
空
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
と
、
大
き
な
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
「
で
こ
ぼ
こ
ボ
ー
リ
ン
グ
ゲ

ー
ム
」
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
挑
戦
。
ピ
ン
が
倒
れ
る

た
び
に
見
守
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
陶
芸

館
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
２
日
間

限
定
で
10
～
50
パ
ー
セ
ン
ト
割
り
引

き
の
特
別
料
金
と
あ
り
、
こ
ち
ら
も

多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

５
月
10
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

で
子
ど
も
読
書
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ

れ
、
平
成
20
年
度
に
市
図
書
館
で
本

を
た
く
さ
ん
借
り
た
子
ど
も
の
表
彰

式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
度
を
通
し
て
一
番
多
く
の
本
を

借
り
た
の
は
、
熊
本
市
の
小
学
一
年

生
中
村
葵
さ
ん
（
昨
年
度
ま
で
人
吉

市
在
住
）
で
、
何
と
７
３
６
冊
！
こ

れ
は
大
人
を
含
め
て
も
ダ
ン
ト
ツ
の

結
果
で
し
た
。
表
彰
の
後
は
、
工
藤

美
和
子
さ
ん
に
よ
る
「
お
り
が
み
教

室
と
お
話
し
会
」
が
あ
り
、
参
加
し

た
親
子
は
一
緒
に
お
り
が
み
や
、
工

藤
さ
ん
が
手
作
り
し
た
動
く
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
高
気
温
が
31
度
を
越
え
た
５
月

９
日
、
人
吉
駅
前
ふ
れ
あ
い
広
場
と

ば
ら
園
で
14
回
目
と
な
る
ば
ら
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ば
ら
園
で
は
ス
ケ
ッ
チ
大
会
が

行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
約

１
５
０
人
が
参
加
。
47
種
類
の
バ
ラ

約
１
，
２
０
０
本
が
咲
き
誇
る
ば
ら

園
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
気
に
入
っ
た
ポ

イ
ン
ト
を
見
つ
け
出
し
画
用
紙
に
バ

ラ
の
花
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
女
の
子
は
「
バ
ラ
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
、
ど
れ
を
描
い
て
い
い
か
分

か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
上
手
に
描
け

て
よ
か
っ
た
。」
と
に
っ
こ
り
。

正
午
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
入

場
客
に
加
え
て
バ
ラ
と
Ｓ
Ｌ
を
写
真

に
納
め
よ
う
と
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン
な

ど
で
ば
ら
園
は
大
混
雑
。
Ｓ
Ｌ
の
姿

が
見
え
る
と
、
フ
ェ
ン
ス
に
顔
を
近

づ
け
て
手
を
振
る
男
の
子
や
、
子
ど

も
と
バ
ラ
と
Ｓ
Ｌ
を
一
緒
に
撮
ろ
う

と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
構
え
る
お
母

さ
ん
の
姿
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
。

　

今
秋
に
は
駅
前
整
備
の
工
事
が
開

始
さ
れ
る
予
定
の
た
め
、
駅
前
ふ
れ

あ
い
広
場
で
ば
ら
ま
つ
り
が
行
わ
れ

る
の
は
今
回
が
最
後
。
ば
ら
園
は
石

野
公
園
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。

　

４
月
28
日
、人
吉
東
小
学
校
で「
学

校
と
家
庭
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー

証
」
交
付
式
が
あ
り
、
村
田
県
副
知

事
か
ら
代
表
の
６
年
生
に
リ
ー
ダ
ー

証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
ー
ダ
ー
証
を
交
付
す
る
こ

と
で
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
下

級
生
や
家
庭
・
地
域
の
交
通
安
全
の

お
手
本
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
。
今
年
は
市
内
全
７
小
学
校
を

含
む
県
内
の
モ
デ
ル
校
１
４
５
校
の

代
表
と
し
て
東
小
の
児
童
に
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
交
付
に
先
立
ち
村
田
副

知
事
は
「
ル
ー
ル
を
破
る
大
人
も
い

ま
す
が
、
ま
ね
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
、
紅
取
橋
の
開
通
式
が
地

元
住
民
と
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

紅
取
橋
は
、
球
磨
川
を
隔
て
た
中
神

町
馬
場
地
区
と
大
柿
地
区
を
結
ぶ
全
長

７
４
０
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
橋
で
総
工
事
費
は
約
12
億
円
。

橋
の
た
も
と
で
の
神
事
の
後
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
。続
い
て
、

人
吉
二
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
地
元
中

神
馬
場
の
段
村
さ
ん
三
世
代
が
渡
り
初

め
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
悲
願
だ
っ
た
橋
の
開
通

を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
住
民
が
集
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、祝
賀
会
も
行
わ
れ
、

一
日
中
喜
び
に
わ
き
ま
し
た
。　

２重ロックで守れ Ｍ
マ イ

ｙチャリ
防犯協会からワイヤー錠を贈呈

　

４
月
27
日
、
人
吉
市
防
犯
協
会
か

ら
、
人
吉
警
察
署
管
内
に
あ
る
８
中

学
校
の
新
１
年
生
６
７
５
人
を
代
表

し
て
人
吉
第
二
中
学
校
の
片
山
葉
月

さ
ん
と
柳
原
聖
也
く
ん
に
自
転
車
の

ワ
イ
ヤ
ー
錠
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
署
管
内
で
平
成
20
年
度
に
発
生

し
た
自
転
車
盗
は
76
件
で
、
そ
の
内
20

件
は
、
施
錠
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
被
害
に
あ
っ
て
い
る
現
状
か
ら
２
重

ロ
ッ
ク
の
啓
発
を
目
的
と
し
た
も
の
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
錠
を
受
け
取
っ
た
片
山

さ
ん
は
、「
自
転
車
の
２
重
ロ
ッ
ク

を
す
る
こ
と
で
防
犯
意
識
を
高
め
た

い
。
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

表彰された中村さん
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親子でナイスショット！
ラッソ人吉スナッグゴルフ大会

幻想的な踊りに魅了
春の人吉大吉まつり ベリーダンスｉｎ永国寺

「保・小・中」で大畑のキセキ
大畑小・三中合同運動会

　

４
月
29
日
に
、
永
国
寺
で
「
春
の
人
吉
大
吉
ま
つ
り
」
と
称
し
た
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
愛
好
者
な
ど
約
三
十
人
の
ダ
ン
サ
ー

が
美
し
い
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
畑
小
学
校
と
人
吉
第
三
中
学
校

の
合
同
運
動
会
が
、
５
月
17
日
、
大

畑
小
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
空
模
様

の
た
め
変
則
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

一
番
の
よ
び
も
の
「
大
畑
の
キ

セ
キ
」
は
、
お
こ
ば
保
育
園
の
園
児

達
も
参
加
し
て
、
園
児
と
小
中
学
生

合
同
の
ダ
ン
ス
。
降
り
だ
し
た
雨
の

中
で
一
生
懸
命
演
じ
ま
し
た
。
愛
ら

し
い
園
児
の
ダ
ン
ス
や
中
学
生
の
勇

ま
し
い
和
太
鼓
と
リ
ボ
ン
を
使
っ
た

ダ
ン
ス
な
ど
、
総
勢
１
４
４
人
の
息

の
合
っ
た
ダ
ン
ス
に
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ

ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
主
催
の
ス
ナ
ッ

グ
ゴ
ル
フ
大
会
が
５
月
５
日
に
チ
サ

ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
人
吉
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
会
員
と
そ

の
家
族
や
指
導
者
約
50
人
が
参
加
。

気
持
ち
の
良
い
緑
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
と
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
ク
ラ
ブ
で
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
大
の
ボ

ー
ル
を
70
メ
ー
ト
ル
先
の
ポ
ー
ル
を

目
指
し
打
つ
も
の
。
日
頃
の
ゴ
ル
フ
の

腕
前
を
披
露
し
よ
う
と
意
気
込
む
父

親
と
の
親
子
ペ
ア
は
こ
と
ご
と
く
子

ど
も
の
方
が
好
成
績
。
笑
い
の
絶
え

な
い
ゲ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。

サラタマどっさり！大豊作
小学生タマネギ収穫体験

　

４
月
29
日
、
中
林
町
で
人
吉
市
地

産
地
消
推
進
協
議
会
主
催
の
タ
マ
ネ

ギ
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
、
市
内
の
小

学
５
・
６
年
生
と
、
そ
の
保
護
者
な

ど
７
０
人
以
上
が
、
サ
ラ
ダ
タ
マ
ネ

ギ
の
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
タ
マ
ネ
ギ
の
植
え
付
け

か
ら
収
穫
ま
で
の
体
験
を
通
す
こ
と

で
、
食
と
農
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
う
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
今
回

で
５
回
目
。
ひ
と
家
族
あ
た
り
40
玉

（
約
20
ｋ
ｇ
）
の
大
豊
作
に
収
穫
後

の
持
ち
運
び
も
一
苦
労
。
参
加
し
た

小
学
生
の
男
の
子
は
「
お
母
さ
ん
に

カ
レ
ー
と
サ
ラ
ダ
を
作
っ
て
も
ら
い

ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
は
、
お

腹
や
腰
を
く
ね
ら
せ
て
踊
る

の
が
特
徴
の
踊
り
で
、
主
に

西
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
北
岸

で
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
で
は
夕
闇
が
広
が
る

中
、
ス
テ
ー
ジ
以
外
の
照
明

を
落
と
し
た
本
堂
の
中
に
浮

か
び
上
が
る
幻
想
的
な
踊
り

と
、
ザ
ガ
リ
ー
ト
と
呼
ば
れ

る
独
特
の
掛
け
声
に
、
訪
れ

た
観
客
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表）　☎22−２１１１　　カルチャーパレス　☎24−３３１０　　スポーツパレス　☎22−１６８８

水　道　局　☎22−５４９７　　保 健 セ ン タ ー　☎24−８４２０　　石 野 公 園　☎24−６７００

お
知
ら
せ

児
童
手
当
の
現
況
届
は

6
月
30
日
ま
で
に
提
出
を

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
現
況
届
を
6
月
30
日
（
火
）

ま
で
に
市
福
祉
課
（
⑤
番
窓
口
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出

を
忘
れ
る
と
手
当
の
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。現
在
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、

書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

提
出
期
限　
6
月
30
日
（
火
）

申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
厚

生
年
金
の
方
は
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

（
平
成
21
年
1
月
1
日
に
住
所
が

人
吉
市
に
あ
っ
た
方
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
）
※
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）

▼
３
歳
未
満
＝
１
０
，
０
０
０
円

▼
３
歳
以
上
の
第
１
・
２
子

＝
５
，
０
０
０
円

▼
第
３
子
以
降 

＝
１
０
，
０
０
０
円

　

な
お
、
6
月
期
（
平
成
21
年
2

月
〜
5
月
分
）
支
給
分
は
、
6
月

5
日
（
金
）
に
指
定
の
金
融
機
関

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
合
せ　
市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

人吉市役所
　　秘書課
広報広聴係　行

（NO.2009.6）

POST　CARD

お手数ですが

50 円切手を

お貼り下さい

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の

国
内
で
の
、
感
染
が
確
認
さ
れ
、

感
染
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
下
さ
い
。

症
状　
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
似
た
症
状
が
出
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
熱
、
咳
、
倦
怠
感
、
食

欲
不
振
、
関
節
痛
な
ど
。
そ
の
ほ

か
、
鼻
水
、
の
ど
の
痛
み
、
吐
き

気
、
下
痢
な
ど
の
症
状
を
発
す
る

人
も
い
ま
す
。

予
防　
①
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ

ス
ク
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

十
分
な
睡
眠　

②
人
ご
み
を
避

け
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
、
周

囲
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

患
者
発
生
地
へ
行
か
れ
る
方

　

右
記
同
様
予
防
対
策
に
心
が
け

て
い
た
だ
き
、
発
生
地
か
ら
帰
っ

て
か
ら
一
週
間
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
様
の
症
状
に
注
意
し
、
症
状

が
出
た
場
合
は
、
病
院
に
直
接
行

か
ず
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

相
談
窓
口　
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー

人
吉
保
健
所
（
☎
㉒
３
１
０
７
）

↓点線に沿って切り取ってください

　このポストカードは、前略
広報ひとよし様（P.23）のコー
ナーへのおたより（広報ひと
よしへの感想や人吉への思
い、身近な出来事など）にお
使い下さい。官製はがきや封
書、メールでのおたよりも大
歓迎です。お待ちしています。

8 6 0 18 6 8

　 ふりがな

年齢：　　　　　歳　　　　　性別：　男・女
ペンネームなど

電話番号

◆お名前 

◆ご住所 
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１
㈪
広
報
配
付
、
市
議
会
開
会
、
鮎
漁
解
禁

２
㈫

３
㈬
無
料
法
律
相
談
（
市
役
所
別
館
）

4
㈭
心
配
事
相
談
所（
社
会
福
祉
協
議
会
）

５
㈮

６
㈯
無
料
歯
科
検
診
（
ゆ
め
マ
ー
ト
）

７
㈰

８
㈪
も
の
忘
れ
相
談
（
市
役
所
）

９
㈫
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
〜
12
日
）

市
議
会
一
般
質
問
（
〜
11
日
）

10
㈬

11
㈭
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

12
㈮

13
㈯

14
㈰
親
子
影
絵
劇
観
賞
会
（
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

15
㈪
広
報
配
付

16
㈫
無
料
法
律
相
談
所

17
㈬

18
㈭

19
㈮
市
議
会
閉
会

20
㈯

21
㈰
父
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
（
石
野
公
園
）

22
㈪

23
㈫

24
㈬

25
㈭

26
㈮
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

27
㈯

28
㈰

29
㈪

30
㈫

6
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

健　
　
康

「
ひ
と
よ
し
歴
史
研
究
」

発
売
中

　

人
吉
球
磨
の
歴
史
・
文
化
の
解

明
と
育
成
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
「
ひ
と
よ
し
歴
史
研
究
」

第
十
二
号
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
部
数　
２
５
０
部

6
月
定
例
市
議
会
を

中
継
し
ま
す

　

会
期
中
は
、
各
校
区
の
コ
ミ
セ

ン
で
、
市
議
会
本
会
議
の
生
中
継

を
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
議
会
の
映
像

を
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
場　
東
西
コ
ミ
セ
ン
、
東
間
コ

ミ
セ
ン
、
大
畑
コ
ミ
セ
ン
、
西
瀬

コ
ミ
セ
ン
、
中
原
コ
ミ
セ
ン

期
日　

【
開
会
】　

6
月
1
日
（
月
）

【
一
般
質
問
】　

6
月
9
日
（
火
）

〜
11
日
（
木
） 

【
閉
会
】　

6
月
19
日
（
金
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.hitoyoshi.

kum
am

oto.jp　

(

ク
イ
ッ
ク
ア

ク
セ
ス
⇒
議
会
中
継)

問
合
せ　
市
財
政
課
情
報
シ
ス
テ

ム
係

人
吉
市
・
指
宿
市

子
ど
も
交
歓
会
参
加
者
募
集

　

姉
妹
都
市
の
人
吉
市
・
指
宿
市

の
子
ど
も
た
ち
が
交
歓
会
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
交
流
を
と
お
し
、
お
互

い
の
友
情
と
親
睦
を
深
め
、
思
い

出
作
り
の
場
に
し
よ
う
と
今
年
も

子
ど
も
交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
指
宿
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
多
数
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

期
日　
7
月
21
日
（
火
）
〜
22
日

（
水
）
1
泊
2
日

内
容　
指
宿
市
で
の
体
験
活
動
と

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

対
象
者　
市
内
の
小
学
5
年
生

募
集
人
員　
男
女
各
12
人

参
加
料　
６
，
０
０
０
円

申
込
締
切　
6
月
19
日
（
金
）

申
込
方
法　
町
内
子
ど
も
会
長
を

通
じ
て
、
各
校
区
子
ど
も
会
長
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
内
）

献
血
の
お
願
い

◆
6
月
11
日
（
木
）

【
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
熊
本
】（
下
林
町
）

午
前
9
時
〜
正
午

【
ゆ
め
マ
ー
ト
人
吉
店
】

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

◆
6
月
12
日
（
金
）

【
人
吉
警
察
署
】
午
前
9
時
〜
正
午

【
球
磨
病
院
】
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

◆
6
月
26
日
（
金
）

【
人
吉
市
役
所
】午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時

※
需
要
の
多
い
４
０
０
ｍ
ｌ
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

　

水
道
利
用
者
の
理
解
と
関
心
を

深
め
る
た
め
に
「
水
道
週
間
」
が

設
け
ら
れ
、
今
回
で
51
回
目
を
迎

え
ま
す
。

　

人
吉
市
水
道
事
業
推
進
委
員
会

で
は
、
こ
の
期
間
を
利
用
し
、
生

活
に
必
要
不
可
欠
な
水
資
源
の
大

切
さ
と
、
水
道
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
6
月
4
日
（
木
）
に
市
内
の

漏
水
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

6
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
は

「
水
道
週
間
」
で
す

募　
　
集

人
吉
市
国
際
交
流
協
会

新
規
会
員
募
集

　

人
吉
市
国
際
交
流
協
会(

本
市

の
国
際
交
流
活
動
を
民
間
と
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
活
性
化
し
て
い

障
が
い
者
の
た
め
の
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

内
容　
e–

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
の
基
礎
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
ア
ク
セ

ス
の
基
礎
と
応
用
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

基
礎
と
就
職
支
援

日
程　
8
月
4
日
（
火
）
〜
10
月

30
日
（
火
）

場
所　
自
宅
（
月
に
1
回
程
度
熊

本
市
・
人
吉
市
・
水
俣
市
で
ス
ク
ー

リ
ン
グ
を
実
施
）

対
象
者　
身
体
障
が
い
者
・
精
神
障

が
い
者
・
難
病
の
方

定
員　
8
人

受
講
料　
無
料

訪
問
指
導　
必
要
に
応
じ
て
実
施

申
込
締
切　
6
月
30
日
（
火
）

問
合
せ　
球
磨
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
㉔
８
６
０
９
）、
ま
た
は
熊
本

高
等
技
術
訓
練
校
（
☎
０
９
６–

３
７
８–

０
１
２
１
）

　

市
で
は
、
防
災
情
報
や
観
光
・

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
休
日
当
番

医
を
は
じ
め
と
す
る
く
ら
し
の
情

報
な
ど
の
お
知
ら
せ
を
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
へ
電
子
メ
ー
ル
で

配
信
し
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
配
信
希
望
情
報
を
選
択
し
、
各

自
登
録
し
て
頂
き
ま
す
と
関
連
す

る
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

登
録
方
法　

《
パ
ソ
コ
ン
》　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
⇒
ク
イ
ッ
ク
ア
ク
セ
ス
コ
ー

ナ
ー
⇒
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
⇒

登
録
画
面

ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.city.hitoyoshi.

kum
am

oto.jp

《
携
帯
電
話
》

　

左
記
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
、
登
録
画
面
に
お
入

り
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

http://m
ailm

g.city.hitoyoshi.
lg.jp問

合
せ　
市
財
政
課
情
報
シ
ス
テ

ム
係

市
の
情
報
を

メ
ー
ル
で
配
信
中

重
度
心
身
障
が
い
児
（
者
） 

    

医
療
費
助
成
の
窓
口
変
更

　

今
年
4
月
1
日
か
ら
、
重
度
心

身
障
が
い
児
（
者
）
医
療
費
助
成

の
受
付
窓
口
は
、
福
祉
課
（
5
番

窓
口
・
玄
関
入
り
す
ぐ
の
右
手
）

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　
市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係

　

発
達
面
で
課
題
の
あ
る
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を

目
指
し
た
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
と
も
に
理
解
を
深
め
合
う
た

め
の
学
習
体
験
・
見
学
会
で
す
。

期
間　
平
成
21
年
6
月
、
9
月
、

10
月
に
随
時
、
個
別
に
実
施
し
ま

す
。（
そ
の
ほ
か
の
期
日
を
ご
希

望
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

会
場　
球
磨
養
護
学
校

対
象
者　
人
吉
、
球
磨
、
水
俣
、

芦
北
地
区
の
4
歳
以
上
の
幼
児
・

小
学
生
・
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保

護
者
、
担
任
の
方
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
高
等
部
受
検

希
望
者
お
よ
び
そ
の
関
係
者
。

内
容　
施
設
・
設
備
の
見
学
、
学

習
体
験
な
ど

問
合
せ　
熊
本
県
立
球
磨
養
護
学
校

（
☎
㊷
３
７
９
２
）

球
磨
養
護
学
校

学
習
体
験
・
見
学
会

こ
う
と
い
う
趣
旨
で
設
立
さ
れ

た
協
会)

で
は
、
平
成
21
年
度
の

新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
の
際
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
ご
協

力
頂
け
る
ご
家
庭
、
市
内
在
住
の

外
国
人
や
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人

と
の
交
流
に
ご
参
加
頂
け
る
方
な

ど
、
国
際
交
流
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
申
込
書
に
年
会
費
を

添
え
て
左
記
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い

（
申
込
書
は
市
企
画
課
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）

年
会
費　

個
人
会
員 

＝ 

２
，
０
０
０
円

法
人
・
団
体 

＝
１
０
，
０
０
０
円

募
集
対
象　
市
内
に
お
住
ま
い
の

方
、
市
内
の
企
業
・
団
体

【
平
成
20
年
度
に
実
施
し
た
事
業
】

●
ポ
ル
ト
ガ
ル
講
座
●
ハ
ロ
ー
か

ら
始
ま
る
ふ
れ
あ
い　

な
ど
。

申
込
・
問
合
せ　
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
市
企
画
課
内
）

※
機
種
に
よ
り
利
用
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

編
集
発
行　
市
教
育
委
員
会
、
市

文
化
財
保
護
委
員
会

内
容　
蕨
手
刀（
わ
ら
び
て
と
う
）

の
研
究
、
相
良
氏
の
入
国
や
戦
国

相
良
氏
の
外
交
城
郭
研
究
、
一
向

宗
や
キ
リ
シ
タ
ン
な
ど
人
吉
球
磨

の
宗
教
史
や
社
家
の
動
向
、
郷
土

に
残
さ
れ
た
近
世
古
文
書
の
研
究

な
ど
7
つ
の
論
考
を
収
録

販
売
場
所　
人
吉
城
歴
史
館

価
格　
1
冊
１
，０
０
０
円（
税
込
）

販
売
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
4

時
30
分

※
た
だ
し
、
休
館
日
（
毎
月
第
二

月
曜
日
。
当
日
が
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
。
年
末
年
始
）
の
販
売

は
行
い
ま
せ
ん
。

※
郵
便
で
の
ご
購
入
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
人
吉
城
歴
史
館
（
☎
㉒

２
３
２
４
）

◆
平
成
21
年
度
水
道
週
間
の
全
国

ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
お
い
し
い
ね　

こ
の
水
未
来
に　
い
つ
ま
で
も
」

◆
市
内
の
漏
水
調
査
の
実
施
に
つ

い
て

　

本
年
度
は
、
下
青
井
町
か
ら
願

成
寺
町
ま
で
の
市
内
5
地
区
の
調

査
を
行
う
予
定
で
す
が
、
漏
水
し

て
い
た
世
帯
に
は
説
明
を
行
い
、

留
守
の
世
帯
に
は
チ
ラ
シ
に
よ
る

通
知
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

漏
水
が
な
か
っ
た
世
帯
に
つ
い
て

も
、
漏
水
が
な
い
こ
と
を
チ
ラ
シ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

水
道
局
腕
章
を
着
用
し
た
調
査
員

が
お
近
く
ま
で
ま
い
り
ま
し
た
ら

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
市
水
道
局
上
水
道
課

↓点線に沿って切り取ってください
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「子育て支援についての市民ニーズ調査」
集計結果をお知らせします

　市では、今年１月、「人吉市次世代育成支援行動計画（後期）」策定にあたり、保護者の皆さんのご意見や
子育て環境の実情を把握するため、「子育て支援についての市民ニーズ調査」を行いました。
　この調査は、就学前・小学生のお子さんを持つ保護者の方２，９８５人を対象に実施し、１，９４３人（回
収率６５．１％）の方から回答をいただきました。今回、その集計結果の一部を公表します。

仕事と子育ての両立について

Ｑ仕事と子育てを両立するうえで、大変だと感じることは何ですか？（就学前児童の保護者、上位５項目）

項 目 回答（％）
自分や子どもが病気・ケガをした時に面倒を見る人がいない ４５．９％
急な残業が入ってしまう ３５．６％
子どもと接する時間が少ない ３５．０％
職場の理解が得られない １６．７％
大変だと感じることはない ８．９％

Ｑ生活の中で、「仕事時間」と「家事（育児）時間」「自分のための時間」の優先度について、「希望」と「現実」

　それぞれについておたずねします。（就学前児童の保護者）

仕事と子育ての両立については、核家族世帯や祖父母も働いている例が多いことから、急な病気のときや、
残業のときの対応が大変であるという回答が多くありました。また、８割近くの保護者が家事（育児）時間
を優先したいという希望を持ちながらも、実際には半数近くの方が仕事時間優先となり、子どもと接する時
間が少ないという悩みを持っているようです。

子育ての悩みについて

Ｑ子どもと外出する際に困ることは？（就学前児童の保護者）

子どもを持つことや子育てについて
Ｑ理想の子どもの数は何人ですか？また、実際に持てる子どもの数は何人ですか？（小学生の保護者）

理想の子どもの数については、５６．７％
の方が３人と回答していますが、実際に持
てる数は、２人と回答される方が最も多
い結果（４１．２％）となりました。これ
は、就学前の児童をもつ保護者についても
同様であり、その理由として、「子育てや
教育にお金がかかりすぎる（３５．２％）」

「 育 児 の 心 理 的、 肉 体 的 負 担 が 高 い
（１５．９％）」「仕事に差し支える（１３％）」
などが多くあげられました。

　ニーズ調査の詳しい結果については、市のホームページに掲載していますのでご覧ください。
問合せ　市福祉課児童福祉係
ホームページ　http://www.city.hitoyoshi.kumamoto.jp

トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていないこと

小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと

買物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がないこと

授乳する場所や必要な設備がないこと

暗い通りや見通しのきかないところが多く、
子どもが犯罪の被害にあわないか心配であること

歩道の段差などベビーカーや自転車の妨げになっていること

歩道や信号がない通りが多く、安全に心配があること

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていないこと

荷物や子どもに手をとられて、困っているときに手を貸してくれる人が少ないこと

周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること

特に困ること・今までに困ったことはない

その他

不明・無回答

仕事時間を優先 家事（育児）時間を優先 自分のための時間を優先 その他 不明・無回答

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

希望

現実

6.8 76.2 12.3

49.6 43.0 4.9

1.7
3.0

0.9

1.6

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 不明・無回答

理想 現実
60

50

40

30

20

10
0

緑や広い歩道がないなど、街並みにゆとりとうるおいがないこと

50403020100

45.0

43.9

41.6

38.3

32.8

25.0

23.4

22.5

21.4

14.2

8.3

7.0

4.3

4.0

1.0
10.8

20.0

41.2

56.7

34.5

11.0
5.5 4.0 1.5 4.0 6.4

安心して子どもを生み、子どもが健やかに成長できるまちづくりのために

〜アンケートへのご協力ありがとうございました〜
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社団法人
人吉市歯科医師会

　

誰
で
も
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
効

果
的
な
肥
満
対
策
は
、
し
っ
か
り

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
す
。

　

噛
む
と
、
そ
の
刺
激
が
脳
に
伝

わ
り
、
神
経
伝
達
物
質
の
ヒ
ス
タ

ミ
ン
が
脳
内
で
放
出
さ
れ
ま
す
。

脳
内
ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
、
覚
醒
レ
ベ
ル

や
集
中
力
・
注
意
力
の
上
昇
な
ど

の
作
用
を
担
い
、
食
欲
の
抑
制
に

も
働
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
よ
く

噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
、
お
の
ず
と
食

べ
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
噛
む
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
が
促
進
さ
れ
、
体
脂
肪

し
っ
か
り
噛か

む
こ
と
は

効
果
的
な
肥
満
対
策

歯
の
は
な
し

「
め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０
」

第
44
回

　

ま
た
、
噛
む
こ
と
の
肥
満
改
善

効
果
を
検
証
す
る
た
め
、
１
日
３

回
、
食
前
に
キ
シ
リ
ト
ー
ル
ガ
ム

を
10
分
間
噛
む
実
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
４
週
後
か
ら

体
重
が
減
少
し
、
10
週
後
に
は
平

均
２
％
近
い
体
重
の
減
少
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
肥
満
度
の
高
い
人
ほ
ど
体

重
減
少
効
果
が
大
き
く
、
内
臓
脂

肪
が
多
い
人
で
は
そ
の
減
少
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
減
少
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

食
事
中
は
と
き
ど
き
箸
を
置
く

な
ど
し
て
、
い
つ
も
よ
り
多
く
噛

む
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

平成21年度 各種健診（検診車）のお知らせ
特定健康診査 ヤング健康診査 後期高齢者健康診査 胸部レントゲン検診 大腸がん検診

対
象
者

40 〜 74歳の国民健康
保険加入者

19 〜 39歳の方 後期高齢者医療被保
険者

19歳以上の方 40歳以上の方

内　
容

身体測定、腹囲測定、検
尿、血圧、血液検査など

身体測定、腹囲測
定、検尿、血圧、
血液検査など

身体測定、検尿、血
圧、血液検査など

・胸部レントゲンの撮影
・喀痰検査
　（ハイリスク者のみ注)1）

便潜血検査

料
金

2,200円（70歳以上の方
＝800円） 2,200円 800円 ・撮影＝400円

・撮影＋喀痰検査＝1,200円 700円

携
行
品

問診票、健康保険証、
健診料

問診票、健診料 問診票、健康保険証、
健診料

問診票、検診料 問診票、検診料、
便容器

健
診
料
が
無

料
に
な
る
方

○平成20年度市民税が非課税世帯の方
○生活保護世帯の方 生活保護世帯の方

○後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方
または70歳（誕生日の翌月）〜 74歳の方 
○平成20年度市民税が非課税世帯の方
○生活保護世帯の方

注)1１日の平均喫煙本数×喫煙年数が600以上の方。

　まだ申し込まれていない方で受診希望の方や質問などがある方は下記へご連絡ください。
【問合せ】　市保健センター健康増進係（☎２４–８０１０）

期　　日 時　　間 会　　場 対　　象　　町　　内

６月15日（月） ９:00 〜 11:00 東間コミセン 蟹作町、赤池原町、赤池水無町・赤池水無町外園
13:00 〜 15:00 蓑野町、古仏頂町、木地屋町

16日（火） ９:00 〜 11:00 西瀬コミセン 上薩摩瀬町、下薩摩瀬町
13:00 〜 15:00 上戸越町、下戸越町

17日（水） ９:00 〜 11:00 西瀬コミセン 宝来町、相良町、矢黒町、鹿目町、中神町段山
13:00 〜 15:00 下城本町、上永野町、下永野町

18日（木）13:00 〜 15:00 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町

19日（金） ９:00 〜 11:00 保健センター 西間上町
13:00 〜 15:00 浪床町、七地町、上原町、富ヶ尾町

７月１日（水） ９:00 〜 11:00 東西コミセン 北願成寺町、南願成寺町13:00 〜 15:00

２日（木） ９:00 〜 11:00 東西コミセン 七日町、五日町、九日町、二日町、大工町、鍛冶屋町、紺屋町
13:00 〜 15:00 上新町、下新町、上青井町、中青井町、下青井町

３日（金） ９:00 〜 11:00 東西コミセン 鬼木町13:00 〜 15:00

４日（土） ９:00 〜 11:00 大畑コミセン 上田代町、下田代町、大野町、矢岳町
13:00 〜 15:00 大畑町・柴笠、大畑麓町・小川内

５日（日） ９:00 〜 11:00 保健センター 西間下町13:00 〜 15:00

６日（月） ９:00 〜 11:00 東西コミセン 瓦屋町13:00 〜 15:00

７日（火） ９:00 〜 11:00 東西コミセン 合ノ原町、井ノ口町
13:00 〜 15:00 城本町、駒井田町

８日（水） ９:00 〜 11:00 東西コミセン 鶴田町
13:00 〜 15:00 北泉田町、南泉田町

９日（木） ９:00 〜 11:00 保健センター 東間上町
13:00 〜 15:00 東間下町

10日（金） ９:00 〜 11:00 保健センター 土手町、灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、麓町、原城町、中城町
13:30 〜 15:00 田野町、東大塚町・桑木津留・高仁田、西大塚町

11日（土） ９:00 〜 11:00 中原コミセン 上原田全部、上林町一区・二区
13:00 〜 15:00 下林町前村・仮屋・二区、中林町、温泉町

12日（日） ９:00 〜 11:00 中原コミセン 下原田町堀・羽田・上野・西門・嵯峨里
13:00 〜 15:00 中神町馬場・段・城本・大柿・小柿、下原田町瓜生田

13日（月） ９:00 〜 11:00 中原コミセン 下原田町荒毛

15日（水） ９:00 〜 11:00 保健センター 全町内13:00 〜 15:00

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で

６
月
30
日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
！

　
「
活
動
的
な
85
歳
」
を
目
指
し

て
、
介
護
予
防
の
た
め
の
「
生
活

機
能
評
価
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
）」
を
65
歳
以
上
（
５
月
31
日

現
在
）の
方
全
員
に
実
施
し
ま
す
。

※
要
支
援
・
要
介
護
認
定
の
方
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

基本チェックリスト（ピンク色の用紙）は６月中旬に、
ご自宅に届きますので、質問事項の回答欄に○印と電
話番号を記入のうえ、同封の返信用封筒（切手はいり
ません）で６月末までに送り返してください。
記載方法がわからない方、返送できない方は、担当の
民生委員さんにご連絡ください。
問合せ　市高齢者支援課介護予防係

各種健診（検診車）日程

65歳以上の方へ
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医療のお話し市長の部屋

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か
ら

の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
も
行
政
の
情
報
源
と
し

て
読
ん
で
い
る
者
で
す
。

　
先
日
、
回
覧
板
を
受
け
取
っ
た

妻
が「
◯
◯
さ
ん
が
載
っ
て
る
よ
」

と
、
広
報
を
見
な
が
ら
話
し
か
け

て
き
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
出
身
な
の
で
普
段
な
ら

年
に
1
・
2
回
、
職
業
柄
就
学
前

の
子
ど
も
た
ち
の
記
事
に
し
か
興

味
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

珍
し
く
公
民
館
講
座
の
欄
を
見
て

の
発
言
で
し
た
。

　
「
珍
し
い
、
6
年
目
に
し
て
人

吉
に
も
興
味
が
出
た
の
か
な
？
」

と
思
っ
て
い
る
と
、「
あ
ら
ら
、

記
事
の
内
容
も
構
成
も
が
ら
り
と

か
わ
っ
と
る
！
」と
納
得
で
し
た
。

　
広
報
の
刷
新
が
日
常
に
忙
殺
さ

れ
て
い
る
妻
の
視
覚
と
興
味
を
刺

激
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
市
長
が
田
中
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、

既
得
権
益
に
旧
態
依
然
と
し
て
停
滞

し
て
い
た
人
吉
に
新
し
い
風
が
通
り

出
し
、
そ
れ
が
形
と
し
て
顕
れ
始
め

た
の
だ
と
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
特
に
「
話
題
を
お
っ
て
」
で
ト

ピ
ッ
ク
ス
が
人
吉
を
知
ら
な
い
人

に
、
見
易
く
解
り
易
く
な
っ
た
こ

と
、「
医
療
の
お
話
し
」
で
普
段
、

見
え
難
い
医
師
会
に
つ
い
て
会
長

が
誰
で
ど
ん
な
顔
を
し
て
い
る
か

わ
か
り
、安
心
で
き
た
こ
と
。「
市

長
の
部
屋
」
で
市
長
の
「
物
の
見

方
・
考
え
方
」
が
少
し
見
え
て
親

し
み
を
覚
え
た
こ
と
、
が
良
か
っ

た
と
考
え
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
内
容
が
タ
ウ
ン
誌
や

ミ
ニ
コ
ミ
紙
に
近
づ
い
た
分
、
ネ

タ
が
枯
れ
た
と
き
の
情
報
の
精
度

に
不
安
も
感
じ
ま
し
た
。

　
広
告
料
や
掲
載
料
を
払
え
ば
無

資
格
者
で
も
掲
載
さ
れ
る
無
責
任

な
情
報
ほ
ど
、
読
者
に
と
っ
て
恐

ろ
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

情
報
に
対
し
て
の
公
的
な
責

任
、品
格
の
保
持
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
補
助
金
や
助
成
金
か

ら
自
立
で
き
な
い
市
政
で
す
の
で

大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
引
き
継
ぎ
、
支
え
、
伝
え
て
い

く
世
代
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

人
吉
市
在
住　
尾
崎 

智
行

●

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第
一
号
か
ら
こ

の
よ
う
な
励
ま
し
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
、
広
報
ひ
と
よ
し
編
集
部

一
同
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

　

情
報
に
対
し
て
の
「
公
的
な
責

任
・
品
格
の
保
持
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
以
上
に
徹
底
し
て
い

き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
略
、
い
つ
も
わ
が
故
郷
人

吉
の
広
報
誌
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
故

郷
の
こ
と
を
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
昔
と
今
と
変
化
の
な

か
に
貴
誌
に
よ
っ
て
人
吉
の
感
触

を
常
に
感
じ
、
思
い
を
あ
ら
た
に

し
て
お
り
ま
す
。

東
京
都
品
川
区
在
住　
泉 
昌
一

●

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
毎
回
お
読
み

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
人
吉
市
の
今
の
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆
様
か
ら

の
お
た
よ
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た
の
ま

わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な
出
来
事

な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。 紅

取
橋
開
通
式
三
代
渡
り
ぞ
め
で
。

「
り
っ
ぱ
な
紅
取
橋
が
で
き
て

胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
」

涙
の
ひ
か
る
笑
顔
が
感
動
的
で

し
た
。

あ
ふ
れ
る
笑
顔

　

皆
さ
ん
は
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル

メ
イ
ダ
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？
日
本
で
は
じ
め
て
の
西
洋
医

術
を
行
っ
た
の
は
彼
で
し
た
。
彼

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
の

ト
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス
大
学

を
卒
業
し
た
外
科
医
・
貿
易
商
・

キ
リ
ス
ト
教
修
道
師（
イ
ル
マ
ン
）

で
し
た
。

　

１
５
５
５
年
、
肥
前
（
長
崎

県
）
の
平
戸
に
上
陸
し
た
ア
ル
メ

イ
ダ
は
、
豊
後
の
府
内
（
大
分
県

大
分
市
）
へ
や
っ
て
き
て
守
護
大

名
の
大
友
宗そ

う
り
ん麟
の
許
可
を
得
て
、

今
の
大
分
市
上
野
ヶ
丘
に
育
児
院

と
府
内
病
院
を
建
設
し
ま
し
た
。

建
設
資
金
は
ア
ル
メ
イ
ダ
が
貿
易

で
稼
い
だ
お
金
で
し
た
。
当
時
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
お
金
１
，
０
０
０

ク
ル
サ
ド
と
い
う
大
金
で
し
た
。

育
児
院
は
日
本
最
初
の
福
祉
施
設

で
す
。
大
分
市
上
野
ヶ
丘
は
、
私

が
40
年
前
通
学
し
た
大
分
県
立
上

野
ヶ
丘
高
校
の
あ
る
所
で
す
。

　

１
５
５
９
年
増
設
さ
れ
た
府
内

病
院
は
、
急
性
期
病
棟
と
療
養

病
棟
が
各お

の
お
の々

50
床
ず
つ
あ
り
ま
し

た
。
今
か
ら
４
５
０
年
前
の
府
内

病
院
が
、
シ
ス
テ
ム
も
規
模
も

外
山
胃
腸
病
院
（
急
性
期
病
棟
56

床
、
療
養
病
棟
35
床
）
に
あ
ま
り

に
似
て
い
る
の
は
驚
き
で
す
。
急

性
期
病
棟
で
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
四

肢
切
断
術
、
膀ぼ

う
こ
う胱

切
開
術
（
膀
胱

結
石
の
治
療
）
な
ど
の
西
洋
医
術

を
日
本
で
は
じ
め
て
施
し
た
の
で

し
た
。
こ
れ
を
見
た
府
内
の
人
々

は
、『
バ
テ
レ
ン
（
宣
教
師
）
は

「
人
肉
を
喰
う
」』
と
い
う
噂
が
出

た
ほ
ど
で
し
た
。内
科
の
治
療
は
、

和
田
強き

ょ
う
ぜ
ん

善
（
洗
礼
名
ポ
ウ
ロ
）
が

漢
方
医
学
で
行
い
ま
し
た
。

　

療
養
病
棟
は
主
に
ハ
ン
セ
ン
病

の
患
者
さ
ん
の
療
養
（
ケ
ア
）
を

し
た
の
で
す
。
そ
の
当
時
の
日
本

で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
不
治
の
病

と
し
て
「
穢
（
け
が
）
れ
」
と
し

て
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
た
の
で
、
療
養
（
ケ
ア
）

す
る
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
し

た
。
何
の
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇も

な
く
、
ハ
ン
セ

ン
病
の
患
者
の
看
護
を
し
て
い
る

姿
を
見
た
と
き
、
多
く
の
豊
後
の

人
々
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
大
友
宗

麟
が
洗
礼
を
受
け
る
以
前
に
、
豊

後
の
人
々
は
、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
慈

善
事
業
に
感
銘
を
受
け
キ
リ
ス
ト

教
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
で
し

た
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患

者
さ
ん
を
ケ
ア
し
た
の
で
す
。
日

本
で
は
じ
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ヂ
ア
の
組
」

を
結
成
し
た
の
で
す
。
そ
の
当
時

の
日
本
よ
り
西
洋
の
方
が
い
か
に

進
歩
し
て
い
た
か
が
垣
間
見
え
ま

す
。

　

ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
府
内
に
来
る

途
中
に
筑
前
秋
月
（
福
岡
県
甘
木

市
秋
月
町
）
領
主
の
秋あ

き
づ
き
た
ね
ざ
ね

月
種
実
と

そ
の
妻
（
豊
後
の
国
東
半
島
の
豪

族
・
田た

わ
ら
ち
か
ひ
ろ

原
親
宏
の
娘
）
に
招
か
れ
、

秋
月
城
で
キ
リ
ス
ト
教
の
講
義
を

し
ま
し
た
。
10
日
間
の
滞
在
中
、

キ
リ
ス
ト
教
に
共
鳴
し
た
24
名
が

洗
礼
を
授
け
た
の
で
す
。
そ
の
半

年
後
に
秋
月
龍
子
が
誕
生
し
ま
し

た
。
彼
女
は
両
親
の
影
響
で
キ
リ

シ
タ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
彼
女
は

相
良
藩
第
二
十
代
藩
主
と
な
っ
た

相
良
長な

が
つ
ね毎
の
妻
と
な
り
、
精
神
的

に
も
宗
教
的
に
も
良
き
伴
侶
と

な
っ
た
の
で
す
。
龍
子
お
よ
び
長

毎
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
ル
ー

ツ
は
、
日
本
に
は
じ
め
て
西
洋
医

術
を
伝
え
た
ア
ル
メ
イ
ダ
な
の
で

す
。

　

相
良
藩
第
二
十
一
代
藩
主
相
良

頼
寛
以
後
の
相
良
藩
主
に
、
大
分

県
国
東
半
島
の
血
が
流
れ
て
い
る

の
は
、
何
か
の
縁
を
感
じ
ま
す
。

　

晩
年
を
天
草
の
河か

わ
ち
う
ら

内
浦
で
過
ご

し
た
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
日
本
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
て
１
５
８
３
年

に
60
歳
で
帰
天
（
他
界
）
さ
れ
ま

し
た
。
肥
後
天
草
に
は
じ
め
て
キ

リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
の
も
ア
ル
メ

イ
ダ
で
す
。

　

お
城
ま
つ
り
も
好
天
に
恵
ま
れ
、

「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
効
果
も
あ
っ

た
の
か
、
例
年
に
な
く
大
賑
わ
い
で

し
た
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
は
、
大
型

連
休
中
も
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
で

ご
っ
た
返
し
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
で
し
た
。

　

さ
て
、
お
城
ま
つ
り
の
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
の

演
武
の
と
き
の
こ
と
で
す
。
一
つ
目

の
的
と
二
つ
目
の
的
と
の
距
離
が
近

い
せ
い
か
、
馬
が
勢
い
づ
い
て
疾
走

す
る
せ
い
か
、
二
つ
目
の
的
に
な
か

な
か
鏑か
ぶ
ら
や矢

が
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

的
二
つ
に
挑
戦
し
、
引
き
返
し
て

く
る
武
者
に
、
当
た
っ
た
か
当
た
ら

な
か
っ
た
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
見
物

の
皆
さ
ん
は
、
武
者
た
ち
に
惜
し
み

な
い
拍
手
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
見
学
さ
れ
て
い
た
姉
妹
都

市
指
宿
市
の
新し
ん
ぐ
り
ょ
う

宮
領
議
長
さ
ん
が
、

「
人
吉
の
皆
さ
ん
は
、
優
し
い
で
す

ね
。
的
に
当
た
ら
な
く
て
も
拍
手
を

送
ら
れ
る
。
指
宿
に
は
見
ら
れ
な
い

光
景
で
す
」
と
、
お
褒
め
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
同
じ
光

景
を
見
て
い
て
、「
温
か
い
拍
手
だ

な
ぁ
」
と
、感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、

自
分
が
褒
め
ら
れ
た
こ
と
の
よ
う
に

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

人
と
人
と
の
温
か
い
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
す
る
生
き
方
が
私
は
好
き
で

す
。
優
し
さ
溢
れ
る
人
吉
の
町
で
あ

り
続
け
た
い
も
の
で
す
。

前
略広

報
ひ
と
よ
し
様

取
材
先
で
こ
ん
に
ち
は

今月のドクター

人吉医師会 副会長　岐部 明廣

◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
　

※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

※P15のポストカードをご利用下さい。

内
うちやま

山　理
さ と こ

子
税務課資産税係

『市民の皆さんに
信頼していただけ
る市職員になれる
よう頑張ります』

ア
ル
メ
イ
ダ
に
よ
る

日
本
最
初
の
西
洋
医
術

ひと好し ちょっといい話
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　石野公園で。大空を勢い
よく泳ぐ沢山のこいのぼりに
圧倒され、思わずシャッタ
ーをきりました。元気に泳ぐ
様は、子どもたちの成長を
応援しているようでした。

たなびくこいのぼりの前で
（５/５・石野公園）

広
報

ひ
と

よ
し

　
平

成
21

年
６

月
号

　
第

８
９

２
号

編
集
後
記

　

ち
ま
た
で
は
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
話
題
で
持

ち
き
り
で
し
た
。
神
戸
市
で

感
染
者
が
発
生
し
て
す
ぐ
の

日
曜
日
、
私
も
所
用
で
関

西
空
港
を
利
用
し
ま
し
た
。

99
％
大
丈
夫
と
は
思
い
な
が

ら
、
人
吉
市
の
感
染
者
第
１

号
に
な
ら
な
い
か
ド
キ
ド
キ

で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ウ
イ
ル

ス
潜
伏
期
間
の
７
日
間
が
す

ぎ
る
ま
で
は
マ
ス
ク
姿
で
お

仕
事
。
結
局
、
大
丈
夫
で
し

た
が
熱
も
な
い
の
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
る
た
び
に
具
合
が
悪
く

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
憂

う
つ
な
一
週
間
で
し
た
。
周

辺
の
皆
さ
ん
ご
心
配
お
か
け

し
ま
し
た
。　
　
　
（
よ
し
）

編
集
室
か
ら

❶ハムは２分の１に切って約５㎜幅にスライスする。❷卵をスクランブルエッ

グにしておく。❸タマネギは約３㎜幅にスライスして水にさらす。❹ニンジン

は千切りで軽くゆがいておく。キュウリは約３㎜幅で輪切りに。❺下処理した

野菜をそれぞれよく水気を切る。 ❻ボールに①、②、⑤と調味料を入れ、よ

く混ぜ合わせ出来上がり。

　

人
吉
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
食
材
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
林
地
区
の
タ
マ
ネ
ギ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
タ
マ
ネ
ギ
は
、
毎

年
５
月
か
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
に
納

品
さ
れ
て
お
り
、
大
変
甘
く
て
美

味
し
い
人
吉
球
磨
の
農
産
物
を
代

表
す
る
食
材
で
す
。

　

今
回
、
そ
の
タ
マ
ネ
ギ
を
使
っ

た
献
立
を
、
５
月
28
日
の
給
食
で

実
施
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
時
期
の
新
タ
マ
ネ
ギ
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
は
生
食
の
サ

ラ
ダ
仕
立
て
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
の
よ
う
に
野
菜
を
、

ハ
ム
や
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
な
ど

の
、
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
と
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ご
ま
油
で
香
り
を
付
け
れ
ば
食
欲

も
増
し
、
初
夏
に
ピ
ッ
タ
リ
な
サ

ラ
ダ
の
出
来
上
が
り
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
地
元

産
の
食
材
を
使
用
し
、
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
郷

土
に
対
す
る
理
解
や
愛
情
が
深
ま

る
も
の
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
っ
た
時
、
懐
か
し
く
思
い
出
し

て
く
れ
る
よ
う
な
給
食
を
作
り
続

け
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

新タマネギのサラダ

人吉学校フーズ株式会社

中
なかつかさ

務 雅章さん

ロースハム（50g）／卵（１個）／新タマネギ（120g）／ニンジン（30g）／キュ

ウリ（90g）

［調味料］淡口しょうゆ（大さじ２）／お酢（大さじ２）／ごま油（大さじ１）

【材　料】
３〜４人分

【作り方】

レシピ 作った人

〔
ひ
と
よ
し
の
ご
ち
そ
う
〕


	7d8416130e1812086
	7d8416130e1812088
	7d8416130e1812089
	7d8416130e1812090
	7d8416130e1812091
	7d8416130e1812092
	7d8416130e1812093
	7d8416130e1812094
	7d8416130e1812095
	7d8416130e1812096
	7d8416130e1812097
	7d8416130e1812098



